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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を有する電子スコープと、患者の識別情報を入力する入力装置と、前記電子ス
コープ及び前記入力装置と接続され、前記撮像素子によって得られた第１電気信号と前記
入力装置によって入力された第２電気信号とを、出力するプロセッサと、前記プロセッサ
に接続されるコンピュータを介して、画像を表示するコンピュータ用モニタとを備え、
　前記プロセッサは、前記第１電気信号に基づく第１画像信号と、前記第２電気信号に基
づく第２画像信号を、別々に、前記コンピュータに出力し、
　前記第１画像信号の出力と、前記第２画像信号の出力は、フリーズ信号入力に対応した
１つの静止画取り込み操作の中で連続的に行われ、
　前記識別情報が同じ複数の画像を表示する場合に、前記コンピュータは、前記第２画像
信号に基づく前記識別情報を１つと、前記第１画像信号に基づく前記複数の画像を、前記
コンピュータ用モニタに表示させることを特徴とする画像信号処理装置を有する内視鏡シ
ステム。
【請求項２】
　前記第１、第２画像信号はデジタル信号であり、前記第１画像信号を一時記憶する画像
メモリと、前記第２画像信号を一時記憶するＲＡＭと、記憶した前記第１、第２画像信号
を前記コンピュータにデータ送信するデジタル信号送信回路とを有することを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
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　前記電子スコープで撮像している被写体像の静止画像が前記画像メモリに記憶されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記静止画像の一時記憶が、前記フリーズ信号入力により行われることを特徴とする請
求項３に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記第２画像信号は、文字情報を表示するための信号で構成されることを特徴とする請
求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記文字情報を表示するための信号は、アスキーコードで構成されることを特徴とする
請求項５に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡システムに関し、特に撮像された画像信号と入力されたデータ信号とを
コンピュータに送信する画像信号処理装置を有する内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
体腔内の観察や医療処置を行う等、医療用分野で広く用いられている内視鏡システムは、
ＣＣＤなどの撮像素子を有する電子スコープと、キーボードなど患者の氏名などの識別情
報などを入力する入力装置と、電子スコープで撮像した信号をＴＶモニタなど周辺機器で
対応可能な映像信号として出力するプロセッサと、出力した映像信号に基づいて画面表示
を行うＴＶモニタなどから構成される。
【０００３】
プロセッサとモニタ間で伝達される映像信号は、アナログＲＧＢコンポーネント信号、Ｙ
／Ｃ分離信号やＮＴＳＣ（コンポジットビデオ）信号などのアナログ信号で行われていた
。患者の識別情報については、入力装置から入力された信号をキャラクタ信号である画像
信号として、プロセッサ内にあるＯＳＤ（on screen display）回路などで、アナログの
被写体の画像信号に重ね合わせていた。従って、ＴＶモニタには、識別情報の付加された
映像信号が表示される。
【０００４】
従来の内視鏡システムでは、比較的画素数の少ない撮像素子がスコープに使われており、
モニタの画面サイズを十分に使い切れるだけの画像情報を被写体から撮像することは出来
なかった。そのため、キャラクタ信号である画像信号を重ね合わせても、被写体の画像信
号の表示領域と干渉することなく、モニタの一定の表示領域に撮像された被写体の画像情
報が表示され、残る表示領域に識別情報が表示されていた。図１の示す左側の白い領域が
、被写体の画像信号を表示する領域であり、右側の白い領域が識別情報などの画像信号を
表示する領域である。図１は、従来の内視鏡システムにおいて、撮像画素数の少ないスコ
ープで撮像された被写体画像を１つ、後述するＴＶモニタ５０に相当するモニタで表示し
た例を示す図である。白い領域の周りの斜線領域までが、モニタの表示領域である。
【０００５】
近年、技術が進歩し、撮像可能画素数の多い撮像素子がスコープに使われるようになった
。この場合、撮像された被写体の画像信号は、モニタの表示領域のほとんどの部分に表示
され、キャラクタ信号である画像信号は、被写体の画像信号の表示領域に干渉する形で、
識別情報が重ね合わされて表示されていた。図２に示す白い領域の中央部分の領域は、被
写体の画像信号だけが表示されるが、上端や下端の領域においては、被写体の画像信号の
上に識別情報などの画像信号が重ね合わされて表示されている。図２は、近年の内視鏡シ
ステムにおいて、撮像画素数の多いスコープで撮像された被写体画像を１つ、後述するＴ
Ｖモニタ５０に相当するモニタで表示した例を示す図である。重ね合わされた領域につい
ては、被写体の画像信号は見えない。
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【０００６】
そのため、被写体画像をモニタ画面いっぱいに大きく表示できるので、被写体の画像につ
いては見やすくなるメリットがあったが、患者の識別情報は、被写体画像の上に重ねて表
示されるため見にくくなるディメリットがあった。
【０００７】
近年、デジタル映像信号出力機能の付いたプロセッサが開発されている。ここでのモニタ
は表示画素数の比較的多い高精細ディスプレイで且つデジタル信号入力の付いたコンピュ
ータ用モニタが使われており、コンピュータを介して接続することにより、表示された画
像をさらにファイリングソフトなどでレイアウトアレンジすることが可能である。
【０００８】
表示画素数の多いコンピュータ用モニタは、図２のような画面表示の他、使用されるコン
ピュータソフト次第では、図３のように、複数の被写体画像を一度に表示することも可能
である。図３は、近年の内視鏡システムにおいて、撮像画素数の多いスコープで撮像され
た被写体画像を４つ、後述するコンピュータ用カラーモニタ７０に相当するモニタで表示
した例を示す図である。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、デジタルで画像信号が出力される場合でも、患者の識別情報に対応するキャラク
タ信号である画像信号が、被写体画像の上に重ね合わせされた状態で出力されるため、患
者の識別情報が見にくくなるディメリットは解消されていない。特に、図３のように、上
記コンピュータソフトにより１人の患者に関する複数の被写体画像を一度に表示する場合
には、同じ患者の識別情報が複数表示されるので、大変煩わしく感じられる。
【００１０】
本発明の目的は、スコープで撮像された被写体の画像信号と、キーボードなどで入力され
た患者の識別情報に対応するキャラクタ信号などの画像信号とを、重ね合わせることなく
別々にコンピュータに出力することを可能にする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するため、本発明の画像信号処理装置を有する内視鏡システムは、撮像素
子を有する電子スコープと、患者の識別情報を入力する入力装置と、電子スコープ及び入
力装置と接続され、撮像素子によって得られた第１電気信号と入力装置によって入力され
た第２電気信号とを、接続される周辺機器に対応する画像信号として出力するプロセッサ
と、プロセッサに接続されるコンピュータを介して、画像信号に基づく画像を表示するコ
ンピュータ用モニタとを備え、画像信号のうち、第１電気信号に基づく第１画像信号と、
第２電気信号に基づく第２画像信号を、別々に、コンピュータに出力する。
【００１２】
好ましくは、第１、第２画像信号はデジタル信号であり、第１画像信号を一時記憶する画
像メモリと、第２画像信号を一時記憶するＲＡＭと、記憶した第１、第２画像信号をコン
ピュータにデータ送信するデジタル信号送信回路とを有する。
【００１３】
さらに、好ましくは、電子スコープで撮像している被写体像の静止画像が画像メモリに記
憶される。
【００１４】
さらに、好ましくは、静止画像の一時記憶が、フリーズ信号入力により行われる。
【００１５】
また、好ましくは、第２画像信号は、文字情報を表示するための信号で構成される。
【００１６】
さらに、好ましくは、文字情報を表示するための信号は、アスキーコードで構成される。
【００１７】
また、好ましくは、第１画像信号の出力と、第２画像信号の出力は、１つの操作の中で行
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われる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態について説明する。図４に示すように、本実施形態に係る内視鏡システ
ムは、電子スコープ１０と、カラープロセッサ２０と、キーボード４０と、ＴＶモニタ（
又はビデオモニタ）５０、コンピュータ（又はパソコン）６０及びコンピュータ用カラー
モニタ７０から構成される。電子スコープ１０は、その先端部分が被写体のある体腔内に
挿入され、カラープロセッサ２０の制御により、体腔内の被写体を撮像する。カラープロ
セッサ２０は、被写体の撮像により得られた画像信号などを、ＴＶモニタ５０、コンピュ
ータ６０などの周辺機器に対応する映像信号として出力する。キーボード４０は、カラー
プロセッサ２０の制御と使用者の操作により、患者の氏名などの識別情報を入力する。Ｔ
Ｖモニタ５０は、入力された映像信号に基づいて被写体像を表示する。コンピュータ６０
は、出力された画像信号を静止画像として記憶及びコンピュータ用カラーモニタ７０に表
示する。
【００１９】
電子スコープ１０とカラープロセッサ２０、キーボード４０とカラープロセッサ２０、カ
ラープロセッサ２０とＴＶモニタ５０、カラープロセッサ２０とコンピュータ６０、コン
ピュータ６０とコンピュータ用カラーモニタ７０とは、それぞれ着脱自在に接続される。
【００２０】
電子スコープ１０は、ＣＣＤなどの撮像素子を有する撮像部１１と、図示しない暗い体腔
内の被写体を照明する照明用レンズを有する照明部（図示せず）とを有する。照明部は被
写体に後述する光源３０からの適度な照明光量を被写体に与え、撮像部１１は照明された
被写体を撮像し電気信号に変換する。
【００２１】
また、電子スコープ１０は、第１信号処理回路１５、マイコン１６、ＥＥＰＲＯＭ１７と
を有する。第１信号処理回路１５は、撮像部１１にある撮像素子を駆動するＣＣＤドライ
バを有する。また、第１信号処理回路１５は、電子スコープ１０の撮像部１１で得られた
画像信号についてのノイズ低減を施すＣＤＳ回路を有する。これらの制御は、マイコン１
６、ＥＥＰＲＯＭ１７を介して、後述するカラープロセッサ２０のタイミングコントロー
ル回路２２が出力するクロックパルスに従って、システムコントロール回路２１が行う。
ＥＥＰＲＯＭ１７には、電子スコープ１０の特性に関連するデータがあらかじめ記憶され
ている。
【００２２】
カラープロセッサ２０は、システムコントロール回路２１、タイミングコントロール回路
２２、第２信号処理回路２３、ＯＳＤ回路２４とを有する。システムコントロール回路２
１は、ＣＰＵ２１ａとＲＡＭ２１ｂとを有し、内視鏡全体の操作などの制御やデータ信号
の一時記憶を行う。特にＣＰＵ２１ａは、後述するキーボード４０からの入力信号を、キ
ャラクタ信号などの画像信号として、ＲＡＭ２１ｂに一時記憶させる。タイミングコント
ロール回路２２は、各部にクロックパルスや同期信号などを出力し、各処理タイミングを
調整する。第２信号処理回路２３は、Ａ／Ｄコンバータ２３ａと、画像信号処理部２３ｂ
と、Ｄ／Ａコンバータ２３ｃとを有し、撮像部１１で得られた画像信号を、ＴＶモニタ５
０などの周辺機器に対応する画像信号に変換する。ＯＳＤ回路２４は、第２信号処理回路
２３からの被写体の画像信号に、後述するキーボード４０で入力された信号に対応したキ
ャラクタ信号である画像信号を重ね合わせし、アナログＲＧＢコンポーネント信号などの
アナログ信号で重ね合わせした映像信号をＴＶモニタ５０に伝達する。
【００２３】
また、カラープロセッサ２０は、画像メモリ２５、ＵＳＢ回路２６とを有する。画像メモ
リ２５は、第２信号処理回路２３における画像信号処理部２３ｂでコンピュータ６０に対
応する画像信号に変換されたデジタル信号について、コンピュータ６０に送信する際に、
その静止画像を一時記憶する。ＵＳＢ回路２６は、画像メモリ２５などに一時記憶された
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デジタル信号についてコンピュータ６０にデータ送信を行うデジタル信号送信回路である
。ＵＳＢ回路２６は、コンピュータとデータ送信を行うためのシリアルポートを有する。
【００２４】
また、カラープロセッサ２０はフロントパネル２７上に、静止画を取得するためのフリー
ズ指示スイッチ２８を有する。このスイッチ入力に対応する出力信号は、ＣＰＵ２１ａに
入力される。
【００２５】
また、カラープロセッサ２０は、ランプ３１、ランプ電源３２、ランプ制御部３３、絞り
３４、ペリフェラルコントロール３５を含む光源部３０を有しており、図示しないライト
ガイド（光ファイバ・バンドル）を介して、電子スコープ１０の照明部に光を伝達する。
ランプ３１の光量や絞り３４の制御は、ペリフェラルコントロール３５を介してシステム
コントロール回路２１が行う。
【００２６】
キーボード４０は、患者の識別情報などを入力する入力装置である。使用者が、被写体画
像に対応する患者の氏名などの識別情報はキーボード４０を使って入力する。キーボード
入力電気信号は、システムコントロール回路２１を介して、周辺機器に対応するキャラク
タ信号などの画像信号として、ＯＳＤ回路２４またはＵＳＢ回路２６に送られる。
【００２７】
ＴＶモニタ５０は、アナログの映像信号を取り込んで表示することが可能な市販のカラー
モニタであり、カラープロセッサ２０のＯＳＤ回路２４からの映像信号に基づいて被写体
像を画面に表示する。
【００２８】
コンピュータ６０は、デジタル信号を取り込むことが可能な市販のパーソナルコンピュー
タなどであり、デジタルの画像信号などが、ＵＳＢ回路２６を介してデータ送信される。
【００２９】
コンピュータ用カラーモニタ７０は、コンピュータ６０を介して処理された信号を表示す
る市販の高精細カラーモニタであり、ＵＳＢ回路２６から送られた画像信号などを、適当
なレイアウトで画面表示する。
【００３０】
内視鏡システムの、各部の動作を説明する。
【００３１】
体腔内にある被写体は、システムコントロール回路２１の制御の下、電子スコープ１０で
撮像される。撮像の際には、光源部３０からの照明で、被写体に一定の照明光量が与えら
れる。
【００３２】
撮像された電気信号は、第１信号処理回路１５、第２信号処理回路２３によってＴＶモニ
タ５０などに対応する画像信号に変換される。
【００３３】
患者の氏名などの識別情報は、使用者がキーボード４０に文字などを入力することで、キ
ーボード入力電気信号がシステムコントロール回路２１に送られる。送られたキーボード
入力電気信号に対応する画像信号は、システムコントロール回路２１にあるＲＡＭ２１ｂ
に一時的に記憶される、または、後述するＯＳＤ回路２６に、キャラクタ信号として送ら
れる。
【００３４】
ＴＶモニタ５０に表示する場合、被写体の画像信号は、第２信号処理回路２３内にあるＤ
／Ａコンバータ２３ｃでアナログ信号に変換されてから、ＯＳＤ回路２４に送られる。一
方、キーボード入力電気信号は、ＣＰＵ２１ａでキャラクタ信号に変換され、ＯＳＤ回路
２４に送られる。ＯＳＤ回路２４は、被写体画像である画像信号上に、キャラクタ信号を
重ね合わせする。重ね合わせされた画像信号は、アナログＲＧＢコンポーネント信号など
アナログ信号でＴＶモニタ５０に送られる。ＴＶモニタ５０は、これを表示する。
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【００３５】
一方、コンピュータ６０にデータ送信し、コンピュータ用カラーモニタ７０に表示する場
合、被写体の画像信号は、第２信号処理回路２３内にあるＤ／Ａコンバータ２３ｃでアナ
ログ信号に変換されず、画像信号処理部２３ｂからデジタル信号のまま画像メモリ２５に
一時記憶される。このとき、記憶される被写体の画像信号は、静止画像である。どの時点
の静止画像を記憶させ、コンピュータ６０に伝達させるかのタイミングについては、フリ
ーズ指示スイッチ２８の押下という静止画の取り込み指示により行う。これにより、フリ
ーズ信号がＣＰＵ２１ａに出力され、ＣＰＵ２１ａが各部に対応する制御を行う。静止し
た画像とするのは、コンピュータ６０にデータ送信する容量を少なくし処理速度を速める
効果を得るためである。
【００３６】
続けて、被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対応する画像信号をコンピュー
タ６０に伝達する。一時記憶された被写体の画像信号は、キーボード入力電気信号に対応
した画像信号と重ね合わされることなく、ＵＳＢ回路２６に送られる。一方、キーボード
入力電気信号は、ＣＰＵ２１ａが、対応する画像信号として、ＲＡＭ２１ｂに一時記憶し
、ＵＳＢ回路２６に送る。ＵＳＢ回路２６は、被写体の画像信号とキーボード入力電気信
号に対応する画像信号を別々にデジタル信号でコンピュータ６０にデータ送信する。デー
タ送信された信号はコンピュータ６０の画像処理ソフトなどによって適当なレイアウトに
アレンジされる。コンピュータ用カラーモニタ７０はこれを表示する。キーボード入力電
気信号に対応する画像信号は、所定の文字情報などに変換可能なアスキーコードで構成さ
れるので、コンピュータ６０に送信された後、コンピュータ用カラーモニタ７０で表示可
能な文字情報などに変換するのが容易である。
【００３７】
上記レイアウトのアレンジは、コンピュータにインストールされている専用の画像ファイ
リングソフトが使われ、被写体を撮像した画像を表示する領域と、キーボード入力された
文字情報などを表示する領域を適当な位置関係に設定する。
【００３８】
撮像した被写体の画像信号と、キーボード入力電気信号に対応する画像信号が、コンピュ
ータ６０にデータ送信される流れを、図５～７に示すフローチャートで説明する。図５は
、第２信号処理回路２３で変換された被写体の画像信号についてＣＰＵ２１ａが行う処理
の流れを、図６は、キーボード入力電気信号に対応する画像信号についてＣＰＵ２１ａが
行う処理の流れを、図７は、被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対応する画
像信号についてＵＳＢ回路２６が行う処理の流れを示す。
【００３９】
被写体の画像信号について、ＣＰＵ２１ａが行う処理の流れを、図５で説明する。被写体
の画像信号については、使用者によりフリーズ信号入力、すなわち静止画像取り込み操作
が行われると、ＣＰＵ２１ａの制御により、各部に静止画像取り込み命令がされる。ステ
ップＳ11でＵＳＢ回路２６とコンピュータ６０が通信処理中であるか否かを判別する。通
信処理中でないことを確認すると、ステップＳ12で被写体の画像信号の画像メモリ２５へ
の取り込みを行う。ステップＳ13で取り込み完了を確認すると、ステップＳ14で画像メモ
リ２５に取り込みがされた信号をコンピュータ６０へ出力する命令をＵＳＢ回路２６に送
る。通信処理中の場合には、画像メモリ２５への静止画像取り込みは行わない。
【００４０】
キーボード入力電気信号について、ＣＰＵ２１ａが行う処理の流れを、図６で説明する。
使用者がキーボード４０を操作することにより入力されたキーボード入力電気信号に対応
する画像信号については、患者の識別情報などが入力されると、ＣＰＵ２１ａが、これに
対応する画像信号をＲＡＭ２１ｂに一時記憶する。ステップＳ21で、ＵＳＢ回路２６が受
信可能な状態であるかを確認し、受信可能な状態であれば、ステップＳ22で、ＲＡＭ２１
ｂに取り込みがされた画像信号を、ＵＳＢ回路２６に送る。
【００４１】
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被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対応する画像信号についてＵＳＢ回路２
６が行う処理の流れを図７で説明する。フリーズ信号ＣＰＵ２１ａに入力されると、図５
のフローチャートのように、画像メモリ２５に被写体の画像信号が取り込まれ、ＣＰＵ２
１ａからＵＳＢ回路２６に画像信号を送信する命令がされる。ステップＳ31で、ＵＳＢ回
路２６による制御により、カラープロセッサ２０とコンピュータ６０は通信処理中である
と設定して、その間の画像メモリ２５の更新が禁止される。ステップＳ32で、画像メモリ
２５からＵＳＢ回路２６に被写体の画像信号が取り込まれ、ステップＳ33で、これをコン
ピュータ６０にデータ送信する。ステップＳ34で、ＲＡＭ２１ｂに一時記憶されたキーボ
ード入力電気信号に対応する画像信号がＵＳＢ回路２６に送られ、これをコンピュータ６
０にデータ送信する。ステップＳ35で、データ送信終了後、カラープロセッサ２０とコン
ピュータ６０の通信処理は終了したと設定して、画像メモリ２５の更新禁止状態を解除す
る。
【００４２】
これらの流れにより、患者の体腔内にある被写体の画像信号と、患者の識別情報などのキ
ーボード入力電気信号に対応する画像信号を別々にコンピュータ６０にデータ送信するこ
とが可能になる。これらを、コンピュータのファイリングソフトなどにより、合成するこ
とで、図８のように、被写体の画像信号が表示される領域と、キーボード入力電気信号に
対応する画像信号が表示される領域が分離した見易い状態で撮像結果を観察することがで
きる。また、図９のように、ファイリングソフトの中には、同一の患者の被写体画像を複
数並べて表示させるようなことも可能であるが、この場合にも、被写体画像それぞれに患
者の識別情報が表示されるのではなく、画像領域と別の適当な領域に、１つだけ患者の識
別情報を表示させることが可能になる。また、いずれの場合においても静止画像取り込み
操作という１つの操作の中で被写体の画像信号と、キーボード入力電気信号に対応する画
像信号の両方がコンピュータにデータ送信されるので、被写体の画像信号に対応する患者
の識別情報が分からなくなるという問題も生じない。
【００４３】
なお、本実施形態では、被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対応する画像信
号をコンピュータ６０に送る信号はデジタル信号である場合を説明したが、ＴＶモニタ５
０と同様のアナログ信号であってもよい。この場合、コンピュータに備えられたビデオキ
ャプチャー機能などで、カラープロセッサ２０から送られた被写体の映像信号について適
当なタイミングで静止画像の取り込みを行い、次に、キーボード入力電気信号に対応する
画像信号の取り込みを行い、コンピュータ上でこれらの表示制御を行うことで、同様の効
果が得られる。
【００４４】
また、ＵＳＢ回路２６から送信される被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対
応する画像信号は、１つのファイルとして送信されるか複数のファイルとして送信される
かは問わない。ファイルの形式に関わらず、画像信号とキーボード入力電気信号に対応す
る画像信号が独立した形でコンピュータ６０に送信されることができれば、本発明の効果
が得られるからである。従ってデータ送信される画像信号は、ビットマップファイル形式
、ＪＰＥＧ形式など様々なファイル形式の中から設定することができる。
【００４５】
また、本実施形態では、キーボード入力信号に対応する画像信号は、文字情報に対応する
信号であり、かつアスキーコードで構成されるとしたが、別の符号体系であってもよいし
、文字情報だけでなく画像情報で構成されてもよい。コンピュータ６０にデータ送信され
た後で、適当な表示レイアウトを構成することが可能だからである。
【００４６】
また、ＵＳＢ回路２６は、別のシリアルポートを有するデジタル信号送信回路であっても
よい。
【００４７】
また、フリーズ指示スイッチ２８の押下により静止画像取り込みを行う実施形態を説明し
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、マウス等のコンピュータ用入力装置（不図示）を操作することにより、コンピュータ６
０から静止画像の取り込むタイミングを指示してもよい。
【００４８】
患者の氏名などの識別情報の入力は、キーボード４０による入力に限定されない。キーボ
ード４０による入力の代わりに、ＴＶモニタ５０の表示画面上に設けられたタッチパネル
による入力またはコンピュータ用カラーモニタ７０画面上のＧＵＩ（グラフィカル・ユー
ザー・インターフェース）による入力や、コンピュータ６０に備えられた音声認識手段に
よって患者の識別情報を入力してもよい。
【００４９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、スコープで撮像された被写体の画像信号と、キー
ボードなどで入力された患者の識別情報に対応する画像信号を、重ね合わせることなく別
々にコンピュータに出力することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の内視鏡システムにおいて、撮像画素数の少ないスコープで撮像された被写
体画像を１つ、ＴＶモニタで表示した例を示す図である。
【図２】近年の内視鏡システムにおいて、撮像画素数の多いスコープで撮像された被写体
画像を１つ、ＴＶモニタで表示した例を示す図である。
【図３】近年の内視鏡システムにおいて、撮像画素数の多いスコープで撮像された被写体
画像を４つ、コンピュータ用カラーモニタで表示した例を示す図である。
【図４】本発明の実施形態の内視鏡システムの全体構成図である。
【図５】本発明の実施形態において、第２信号処理回路で変換された被写体の画像信号に
ついてＣＰＵが行う処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態において、キーボード入力電気信号に対応する画像信号につい
てＣＰＵが行う処理の流れを示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態において、被写体の画像信号及びキーボード入力電気信号に対
応する画像信号についてＵＳＢ回路が行う処理の流れを示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態において、撮像画素数の多いスコープで撮像された被写体画像
を１つ、コンピュータ用カラーモニタで表示した例を示す図である。
【図９】本発明の実施形態において、撮像画素数の多いスコープで撮像された被写体画像
を４つ、コンピュータ用カラーモニタで表示した例を示す図である。
【符号の説明】
１０　電子スコープ
２０　カラープロセッサ
４０　キーボード
５０　ＴＶモニタ
６０　コンピュータ
７０　コンピュータ用カラーモニタ
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